
選択協議題Ａ
地域との連携・協働による新しい高等学校づくり

兵庫県教育委員会事務局

高校教育課教育指導班（高校改革担当）

主任指導主事 中井 里絵
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平成10年度 長期構想検討委員会
平成11年度 高校教育改革第一次実施計画策定
平成12～20年度 第一次実施計画
平成18年度 長期構想検討委員会
平成19年度 高校教育改革第二次実施計画策定
平成21～25年度 第二次実施計画
平成24～25年度 長期構想検討委員会
平成26年度～ 第二次実施計画継続実施
平成27年度 通学区域再編（16学区→５学区）
平成29年度 通学区域検証委員会
平成31年度 次期実施計画策定のための委員会

準備

兵庫県における高校教育改革
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兵庫県における高校教育改革
個性を尊重する多様で柔軟な

高校教育への転換

特色ある専門学科、普通科の
コース・類型の導入

魅力ある学校づくり
学校の規模と配置の適性化
入学者選抜制度・方法の改善

大きな混乱なく制度は定着し
つつある

全ての高校で遅滞なく魅力・
特色づくりを進めること
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兵庫県立生野高等学校

生徒数：２１１名（１学年２クラス）

教員数：３０名

創立１０６年目

兵庫県立生野高等学校 概要
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年度 県立生野高校のこれまでの取組

昭和61年度
(1986年)

理数コース設置
（学区内での募集）

平成15年度
(2003年)

理数コースを科学探究コースに改編
（学区内での募集）

平成26年度
（2014年）

英語教育強化地域拠点事業（朝来市）（～平成29年）
→小・中学校、地域行政との連携

平成27年度
(2015年）

ＳＧＨアソシエイト校（～平成30年）
→地域の活性化と地域強化を担うグローバルリーダー育成

平成30年度
(2018年）

科学探究コースを観光・グローバル類型へ改編
（全県募集）

ひょうごスーパーハイスクール指定校（県事業）
→ＳＧＨアソシエイト指定校の取組の充実

平成31年度
(2019年）

地域との協働による高等学校教育改革推進事業指定校
「未来型解決能力を持つ地域の担い手を育成する

ＩＫＵＮＯモデルの開発」

第一次実施計画

第二次実施計画

通学区域再編

生徒数の減少
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兵庫県立生野高等学校
ＳＧＨアソシエイト校としての取組

【研究テーマ】

地域・企業・大学・海外との連携によるグローバル教育
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生野高校

大学
・国際協力
・地域資源活用
・観光・グローバル

海外
・高校との交流
（フランス・オーストラリア・タイ）

朝来市

地域企業

・中高生夏季英語合宿
・幕末カステラ再現企画

・環境・エネルギー
・バイオマスエネルギー
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・幕末カステラ再現企画

・環境・エネルギー
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グローバル教育コーディネーター・
教育コーディネーターの派遣

朝来市人材育成事業への全面協力



兵庫県朝来市
あ さ ご し

生野町 

生野銀山
（1973年閉山）
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http://www.ikuno-ginzan.co.jp/ginzan-boyz/

2017年
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県立高校で考える県政150周年記念事業
2017～2018年
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機関名 機関の代表者名 機関名 機関の代表者名 

兵庫県教育委員会 高校教育課長 西田 利也 いくの地域自治協議会 会長 日下部 誠 

兵庫県立生野高等学校 校長 松中 泰幸 奥銀谷地域自治協議会 会長 柴田 一明 

朝来市 市長 多次 勝昭 NPO 法人あさご創生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 理事長 古屋敷 和也 

福知山公立大学 学長 井口 和起 NPO 法人いくのﾗｲﾌﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ 事務局長 松本 忍 

神戸山手大学 学長 齋藤  富雄 NPO 法人日本ﾊﾝｻﾞｷ研究所 理事長 岡田 純  

(株)ＺＭＰ 代表取締役社長 谷口  恒 朝来市商工会 会長 西垣 隆 

但陽信用金庫 理事長 桑田 純一郎 生野町温泉開発株式会社 代表取締役社長 奥藤 博司 

全但バス株式会社 代表取締役社長 桐山  徹郎 生野町観光協会 会長 桐山 徹郎 

株式会社シルバー生野 取締役社長 妹尾  高明 社会福祉法人いくの喜楽苑 施設長 松本 久司  

 

13



【目標】

① 「過去を知る」鉱山町としての意識（ＩＫＵＮＯプライド）を持つ生徒の育成
地域人材を活用し，地域の歴史・文化・風習等を知り，鉱山町の継承
者としての生徒の意識を高め，自らの文化・歴史に誇りを持ち，将来
の生野を担う力を育成する。

② 「現在を知る」観光資源を活かした地域活性化に参画する生徒の育成
地域と協働した探究活動により，地域資源を活用した観光を企画・立
案し実現することで地域の活性化に主体的に取り組む生徒を育成する。

③ 「未来を知る」未来型課題解決能力で人に優しいまちづくりに参画する
生徒の育成
無人走行タクシーの提供を目指す企業との産学協働で中山間地域へ

の導入等高齢者の生活向上策を探究することで，まちづくりに主体的に
参画する生徒を育成する。
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